
使用説明書�

東京都港区南青山1-15-5 リコービル 〒107-8544�
Tel:(03)3479-3111(代表)

2000年4月　L2111544A　

ご使用の前に必ずこの「使用説明書」を�
お読みの上、正しくお使いください。�
本書をすぐに利用できるように保管して�
ください。�

Image Capturing Device



リコーお客様相談室
電話番号をかけ間違えないようにご注意ください。

■札幌支店 札幌市北区北七条西4丁目12番地（ニッセイMKビル）〒060-0807 ... 011（700） 5551

■仙台支店 仙台市宮城野区榴岡3-7-35（安田火災仙台ビル）〒983-0852 ... 022（292） 2025

■関東支店 大宮市仲町2-60（仲町川鍋ビル）〒330-0845 ............................... 048（645） 1011

■東京支店 東京都中央区銀座6-14-6（リコー三愛ビル）〒104-8155 ........... 03（3543） 5111

■名古屋支店 名古屋市中区丸の内2-20-19（名古屋東京海上ビル）〒460-0002 ...... 052（201） 8211

■大阪支店 吹田市江の木町34-5（リコービル）〒564-0053 ........................... 06（6337） 1161

■広島支店 広島市中区東平塚町4-21（リコー三愛ビル）〒730-0025 ........... 082（243） 2101

■福岡支店 福岡市博多区博多駅東2-1-1（福岡リコー近鉄ビル）〒812-0013 ...... 092（441） 8731

■ＭＡ事業部 東京都中央区銀座6-14-6（リコー三愛ビル）〒104-8155 ........... 03（3543） 5111

はじめに
このたびはリコーデジタルカメラをお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
本書は、本製品の正しい使い方や使用上の注意について記載してあります。本製品の機能を
十分にご活用いただくため、ご使用の前に、本書を最後までお読みください。本書が必要に
なったとき、直ぐに利用できるよう、お読みになった後は、必ず保管してください。

株式会社リコー

テスト撮影について
必ず事前にテスト撮影をして正常に記録されていることを確認してください。

著作権について
著作権の目的になっている書籍、雑誌、音楽等の著作物は、個人的または家庭内お
よびこれに準ずる限られた範囲内で使用する以外、著作者に無断で複写、改変等す
ることは禁じられています。

ご使用に際して
万一、デジタルカメラなどの不具合により記録や再生されなかった場合、記録内容
の補償については、ご容赦ください。

保証書について
このデジタルカメラは国内仕様です。保証書は日本国内において有効です。外国で
万一、故障、不具合が生じた場合の現地でのアフターサービスおよびその費用につ
いては、ご容赦ください。

電波障害について
他のエレクトロニクス機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすこと
があります。特に、近くにテレビやラジオなどがある場合、雑音が入ることがあり
ます。その場合は、次のようにしてください。
・テレビやラジオなどからできるだけ離す
・テレビやラジオなどのアンテナの向きを変える
・コンセントを別にする
〈電波障害自主規制について〉
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラ
スＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を
引き起こすことがあります。
使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

・本書の一部または全部を無断転載することを禁止します。
©2000 RICOH CO.,LTD.

・本書の内容に関しては将来予告なく変更することがあります。
・本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気付きのこと
がありましたら、巻末をご覧の上ご連絡ください。

Microsoft、MS、Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
Macintoshは米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標です。
Smart Media™は株式会社東芝の商標です。
会社名、および製品名はそれぞれ各社の商標または登録商標です。

●この電話は東京都港区のリコー本社でお受けいたします。
●受付時間：９～17時（土、日、祝日を除く）�

弊社製品に関する要望、その他お困りの点がござい
ましたら、「お客様相談室」にご連絡ください。�

0120-000475

お客様相談室�

FAX 0120-479417

インターネット／パソコン通信でもデジタルカメラの情報提供やご質問をお受け
しています。

■インターネット

http://www.ricoh.co.jp/dc/index.html
■@nifty／リコーファンフォーラム

GO FRICOH
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このカメラでできること
●334万画素で記録できます

334万画素CCD使用により、高画質、高解像度（2048×1536）を実現しました。

●コンパクトタイプのカメラです
持ち運びに便利な薄型、軽量タイプのカメラです。撮影シーンを選びません。

●すぐに記録できます
レリーズボタンを押すだけの簡単操作です。撮影画像（ファイル）は、内蔵メモ
リー（8MB）またはスマートメディア（2/4/8/16/32/64MB）に記録できます。
*メモリー内蔵のため、スマートメディアの入れ忘れで撮影できないといったことがあり
ません。

●その場ですぐに確認できます
記録したファイルは、再生モードに切り替えるだけで確認できます。拡大（ズー
ム再生）や回転、複数ファイル表示（分割再生）など、いろいろな再生方法があ
ります。
*スマートメディアと内蔵メモリーを利用して、友達と撮影画像を交換できます。

●大量撮影、高画質撮影ができます
画質を優先したFモードや記録枚数を優先したEモードなど、用途に合わせて切
り替えができます。

●望遠から広角まで広範囲を撮影できます
3倍ズームレンズ付きのため、被写体のアップや背景を入れた広範囲の撮影など、
いろいろな構図で撮影できます。

●自然の色合いで撮影できます
ホワイトバランス機能により、屋外や室内など、どんな光源の下でも被写体を自
然の色合いで撮影できます。

●クローズアップで撮影できます
被写体に近づいて（約1cmまで）*1クローズアップで撮影できます。マクロ撮影
（接写）といい、花や小物などの撮影に最適です。
*1：マクロモードにした場合

●テレビでもモニターできます
付属のAV接続ケーブルを接続すると、記録したファイルをテレビで再生できま
す。また、ビデオデッキやビデオプリンターに接続すると、ビデオテープにダビ
ングしたり、フルカラープリントが可能です。

●パソコンに転送できます
本機対応のソフトウェアを利用して、パソコンにファイルを転送できます。パソ
コンに取り込んだファイルは、カラープリンターやカラー複写機でプリントでき
ます。
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各部の名称

■カメラ本体

　前面

　背面
　　

シャッターボタン

ボタン..P.41
ボタン..P.51

ボタン..P.40
ボタン..P.57

液晶モニター..P.7

電源（DC入力）端子..P.23

縦撮りシャッターボタン　　　　　　レンズ
　　　　AFファインダー窓
　　マイク
フラッシュ発光部

液晶パネル..P.9

三脚ネジ穴

　　スピーカー
ストラップ取り付け部..P.20

RS232C/AUX端子
（USBケーブル接続可能）

端子カバー

セルフタイマーランプ

AV出力端子..P.72
リセットボタン..P.8
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　操作部

■バッテリー/バッテリーチャージャー　■ACアダプター（別売り）
・AC-3（100V）

■スマートメディア（別売り）　　■リモコン（別売り）
・DR-3

RELEASE

ERASE FWD PROGRAM

EV

MULTI
REV

ENTER

DR-3
REMOTE CONTROLLER

MADE IN JAPAN

接触面

インデックスエリア

ライトプロテクト
　　　　　エリア

ズームレバー..P.42
モードダイヤル..P.28

ファインダー
・フラッシュランプ
・オートフォーカスランプ

電池ぶた..P.22

リモコン受信部..P.102

視度調整つまみ..P.35
電源スイッチ..P.39カードカバー..P.26

バッテリーチャージャー（BJ-1）

電源コード

リチャージャブル
バッテリー（DB-20）

接続ケーブル

電源コード

操作パネル

液晶モニター..P.7
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情報表示について
液晶モニターや液晶パネルには、電池の状態や記録可能枚数、設定されている
モードなど、カメラの状態をマークや数字で表示します。

液晶モニター

■情報表示
撮影時 再生時

q記録先/再生元（ ・ ）..P.40、74
wフラッシュモード（ ・ ・ 点滅・ ）..P.51
e赤目モード（ ）..P.61
rホワイトバランスモード（AUTO：表示なし・ ・ ・ ・ ）..P.55
t残り記録枚数・残り記録時間
yファイル種類（静止画：表示なし・ ・ ・ ・ ）..P.39、47～50
uモノトーンモード（B&W・SEPIA）..P.64
iPROモード（PRO・PRO-L・PRO-H）..P.68
oソフトモード（SOFT）..P.63
!0デジタルズーム..P.42
!1ズームバー..P.42
!2サイズ/画素数（2048×1536・1024×768・640×480）..P.41
!3画質/圧縮率（F・N・E）..P.41
!4ISO感度設定（ISO200・ISO400）..P.62
!5オートブラケット撮影（AB）..P.66 / フォーカス表示（MF）..P.60
　長時間露光撮影（L1・L2・L4・L8）..P.69
!6マクロ撮影（ ）..P.58
!7セルフタイマー（ ）..P.57
!8電池マーク（ ）..P.8
!9露出補正値..P.54
@0日付・時刻..P.32

@1メッセージ
@2録音時間/録画時間
@3再生ファイル番号/総ファイル数
@4ファイル名
@5プロテクトマーク（ ）..P.82
@6インジケータ

�

１８／２８�
１００－００１２�

１０２４×７６８　Ｎ�

２０００／０３／１５　１０：１５�

@3

@4

@6

@5

１２：３２�

@2

@1

�

００２８�
２０４８×１５３６Ｎ�

Ｌ２ ＭＦ�

ＥＶ＋０．５� ２０００／０３／１５　１０：１５�

スローシャッター　　�
ＴＥＬＥ�

ＳＥＰＩＡ�
ＰＲＯ－Ｈ�

ＷＩＤＥ�

ＩＳＯ２００�ＳＯＦＴ�

q w e r t

y
i

!9

!2!3

o
!0

!1

u
!4

!5

!6

!7

!8

ＡＢ�

ＮＣ�

×１．６�

@0

@1
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・ここでは、全ての情報を表示していますが、実際には必要な情報だけが
表示されます。
・ファイル名は、プリントサービスのときなどに使用します。DCF（Design
rule for Camera File system）に準拠していないファイルが再生された場
合は、「＊□□□□□□□□」と表示されます。
パソコン上でファイル名を変更した場合、カメラでは正しく表示できな
いことがあります。

■警告表示と対処法
次の警告が表示されたときは、内容をご確認の上、対処してください。

警告表示�
�
�
カードを入れてく
ださい�
ライトプロテクト
されています�
�
プロテクトファイ
ルです�
�
ファイルがありま
せん�
UNMATCHED FILE�
FILE NUMBER 
OVER�
�
日付を設定してく
ださい�

状態�
点灯�
�

点滅�
�

点滅�
�
�

点滅�
�
�

点灯�
�

点滅�
点滅�
�
�

点滅�
�

対　処　法�
カメラのバッテリーの消耗を表しています。バッ
テリーを充電してください。�
スマートメディアがセットされていません。スマ
ートメディアをセットしてください。�
ライトプロテクトされたスマートメディアがセッ
トされています。ライトプロテクトをはがして撮
影してください。�
消去しようとしているファイルにプロテクトが設
定されています。プロテクトを解除してから消去
してください。�
再生できるファイルがありません。記録済みのス
マートメディアをセットしてください。�
再生できないファイルを選択しました。�
これ以上記録できません。内蔵メモリーをフォー
マットしてから記録するか、スマートメディアを
セットして記録してください。�
日付が設定されていません。操作する前に日付を
設定してください。�

参照頁�
P.21�
�
P.26�
�
P.25�
�
�
P.82�
�
�
P.26�
�
P.72�
P.94�
�
�
P.32

■エラー表示と対処法
次のエラーが表示されたときは、内容をご確認の上、対処してください。

エラー表示�
カードをフォーマットして
ください�
�
内蔵メモリーをフォーマッ
トしてください�
カードエラー使えません�

対　処　法�
スマートメディアがフォーマットされていません。
このカメラでフォーマットしてから使用してくだ
さい。�
内蔵メモリーをフォーマットしてから使用してく
ださい。�
このカメラで使用できないスマートメディアです。
他のスマートメディアをご使用ください。�

参照頁�
P.94�
�
�
P.94�
�
－�

・上記方法を行ってもエラー表示が消えないときは、端子カバーを開き、
リセットボタン（P.5）を押してください（工場出荷時の設定に戻りま
す）。それでも改善されない場合は、お買い上げ店またはリコー修理受
付センターまでご連絡ください。
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液晶パネル

■情報表示
撮影時 再生/消去時

q記録先/再生元（ ・ ）..P.40、74
w残り記録枚数・記録時間
eセルフタイマー（ ）..P.57
rフラッシュモード（AUTO：表示なし・ ・ ・ 点滅）..P.51
t赤目モード（ ）..P.61
y音声表示（ ）..P.48、50、75
u電池マーク（ ）..P.8
i画質/圧縮率（ ・ ・ ・ ・ ）..P.41
oサイズ/画素数（ ・ ・ ）..P.41

!0再生ファイル番号・再生時間

・デジタルカメラDC-3Z/DC-4/RDC-5000シリーズ（リコー製）や他社機
など、本機以外で撮影されたファイルは、記録先 /再生元（ ・ ）
以外は表示されません。

■エラー表示と対処法
次のエラーが表示されたときは、内容をご確認の上、対処してください。

エラー表示�
�

対　処　法�
スマートメディアがフォーマットされていません。
このカメラでフォーマットしてから使用してくだ
さい。�
内蔵メモリーをフォーマットしてから使用してく
ださい。�
このカメラで使用できないスマートメディアです。
他のスマートメディアをご使用ください。�

参照頁�
P.94�
�
�
P.94�
�
－�

・上記方法を行ってもエラー表示が消えないときは、端子カバーを開き、
リセットボタン（P.5）を押してください（工場出荷時の設定に戻りま
す）。それでも改善されない場合は、お買い上げ店またはリコー修理受
付センターまでご連絡ください。

q w

e
r

t
y

i
o

u

!0
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基本操作・早わかり
ここでは、操作概要を説明しています。詳しくは、記載の参照ページをご覧くだ
さい。

準備する

�

電源を準備する　→P.21～24

qカメラ本体にバッテリーをセットします。�
＊ACアダプターを使用するときは、カメラ
本体にACアダプターを接続し、コンセント
から電源をとります。→P.24�
�

�

スマートメディアをセットする　→P.25～27

q電源が切れていることを確認します。�
�
wカードカバーを開き、スマートメディアを
セットします。�

�
＊新しいスマートメディアを使用するとき
は、必ずカメラでスマートメディアをフ
ォーマット（初期化）してください。�

　→P.94�
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撮影する

日付・時刻を合わせる　→P.32～33�
�
q電源スイッチをオンにして、モードダイヤル
を［　　］に合わせます。�

�
w　ボタン・　ボタンを押して、［日付］を選
びます。�

e DISPLAYボタンを押して表示方法を選びます。�
r ENTERボタンを押します。�
　�
t　ボタン・　ボタンを押して、反転している
数字を変更します。�

y　ボタン・　ボタンを押して、修正したい部
分を反転させます。�

　手順t､yを繰り返して修正します。�
　＊　ボタン・　ボタンを押すたびに、年か
ら月→日→時→分の順番で反転します。�

u日付の設定後、ENTERボタンを押します。�

選択： 変更：      　�
 確定：ＥＮＴＥＲ�

SET ２／３�

ブザー音 ＯＮ�
節電モード ＯＦＦ�
ＣＡＲＤ連続ＮＯ． ＯＦＦ�
日付 ２０００／０３／１５�
ビデオ方式 ＮＴＳＣ�

選択：�
戻る：ＣＡＮＣＥＬ 確定：ＥＮＴＥＲ�

日付�
�
�
　２０００年　３月　１日�

撮影する（静止画モード）　→P.39～46

�

q電源スイッチをオンにして、モードダイヤル
を［　　］に合わせます。�

�
w 　　　  ボタンを押して記録先を選択します。�
�
e　　ボタンを押して画質モードを選択します。�

rズームレバーを動かして被写体の大きさを決
めます。�

　　　側にすると被写体が大きくなり、　　側
にすると小さくなります。�

　＊ファインダーや液晶モニターを見ながら、
　被写体の位置を確認してください。�

�
tシャッターボタンを押して撮影します。�

�

２８２８�２８�
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再生する

フラッシュモードを変更する　→P.51～53

qモードダイヤルを［　　］または［　　］に
合わせます。�

�
w　ボタンを押してフラッシュモードを選択し
ます。�
発光禁止（ 　）、オート（ 　）、強制発光�
（ 　）、スローシンクロ（ 　：点滅）から
選びます。�
液晶モニターや液晶パネルに選択したマー
クが表示されます。�

�

セルフタイマーを使う　→P.57

qモードダイヤルを［　　］または［　　］に
合わせます。�

�
w　ボタンを押します。�
液晶モニターや液晶パネルに　マークが表
示されます。�

�
eシャッターボタンを押して撮影します。�
セルフタイマーランプが点滅し、約10秒後
にシャッターが切れます。��

�

q電源スイッチをオンにし、モードダイヤル
を［　  ］に合わせます。�

�
w 　　　 ボタンを押して再生元を選択します。�
�
e　ボタン・　ボタンを押してファイルを選
択します。�
＊分割再生、ズーム再生、オート再生、回
転など、いろいろな方法で再生できます。
→P.77～P.79

再生する（静止画ファイル）　→P.74～75
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消去する

ファイルを消去する　→P.88～90

�

�

qモードダイヤルを［ 　］に合わせます。�
�
w　　　  ボタンを押して消去元を選択します。�

e　  ボタンを押します。

r　ボタン・　ボタンを押して消去方法を選び、
ENTERボタンを押します。�

�
�
＊消去したファイルは復元できません。　
ファイルの内容を確認してから消去して
ください。�

�

［１コマ消去］を選択した場合�
�
t　ボタン・　ボタンを押してファイルを選び、
シャッターボタンを押します。�
手順tを繰り返して１コマずつ消去します。�

［選択消去］を選択した場合�
�
t　ボタン・　ボタン・　ボタン・　ボタンを
押してファイルを選び、ENTERボタンを押
します。�

　手順tを繰り返してファイルを選びます。再
度ENTERボタンを押すと、選択を解除でき
ます。�

�
yシャッターボタンを押します。　�

［全消去］を選択した場合�
�
tシャッターボタンを押します。�

�

消去�
全消去しますか？�
�
　実行：シャッターボタン
　取消：ＣＡＮＣＥＬ�

 ２枚２枚�
戻る：ＣＡＮＣＥＬ 実行：シャッターボタン�

消去� ２８�１８／２８�

 �

戻る：ＣＡＮＣＥＬ 実行：シャッターボタン�

選択： 確定：ＥＮＴＥＲ�

戻る：ＣＡＮＣＥＬ 実行：シャッター�

消去�
１�１� ２�２� ３�３�

４�４� ５�５� ６�６�

１／３�

選択：�
戻る：ＣＡＮＣＥＬ 確定：ＥＮＴＥＲ�

消去�
�
�
１コマ消去�
全消去�
選択消去 �
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安全上のご注意
表示について
本書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ
の危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示
と意味は次のようになっています。

 I この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

 H この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される
内容を示しています。

表示の例　　

 o o記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

 m m記号は禁止の行為であることを告げるものです。

mの中に具体的な禁止内容が描かれています。

●表示例

n意味：接触禁止　q意味：分解禁止

本機を安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。

I

 o ●万一、煙が出ている、へんなにおいがするなどの異常状態
がみられる場合は、すぐに電源を切ってください。感電や
火傷に注意しながら速やかにバッテリーを取り外してくだ
さい。家庭用コンセントから電源を供給しているときは、
必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災や
感電の原因になります。そしてリコー修理受付センターに
連絡してください。機械が故障したり不具合のまま使用し
続けないでください。
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I

 o ●万一、機械内部に異物（金属、水、液体など）が入った場合
は、すぐに電源を切ってください。感電や火傷に注意しなが
ら速やかにバッテリーを取り出してください。家庭用コンセ
ントから電源を供給しているときは、必ず電源プラグをコン
セントから抜いてください。火災や感電の原因になります。
そしてリコー修理受付センターに連絡してください。機械が
故障したり不具合のまま使用し続けないでください。

 o ●液晶モニターが破損した場合、中の液晶には十分注意して
ください。万一、次の状況になったときは、それぞれの応
急処置を行ってください。

・ 皮膚に付着した場合は、付着物を拭き取り、水を流しせっ
けんでよく洗浄してください。

・ 目に入った場合は、きれいな水でよく洗い流し、最低15
分洗浄した後、医師の診断を受けてください。

・ 飲み込んだ場合は、水でよく口の中を洗浄してください。
大量の水を与えて吐き出させた後、医師の手当てを受けて
ください。

 m ●バッテリーの液漏れ、発熱、発火、破裂の防止のため、次
のことをお守りください。

・ この製品で指定しているバッテリー以外は、使用しない
でください。

・金属製のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンな
どと一緒に携帯、保管しないでください。

・ 使用済みのバッテリーは、プラス（＋）とマイナス（ー）
にテープを貼るなどして保管、破棄してください。

・ 使用中、充電中に異臭がする、変色するなどの異常がある場
合は、ただちにカメラまたはバッテリーチャージャーから取
り外してください。
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I

 m ●バッテリーチャージャーによる火災、感電、破裂の防止の
ため、次のことをお守りください。

・表示された電源電圧以外の電圧を使用しないでくださ
い。また、タコ足配線や延長コードの使用は避けてくだ
さい。

・ 電源コードを傷つけたり、破損したり、束ねたり、加工し
ないでください。また、重いものを載せたり、引っ張った
り、無理に曲げないでください。

・濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。ま
た、電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグをもって抜
いてください。

・布などに包んで使用しないでください。

 o ●この製品で使用しているバッテリーを誤って飲み込むこと
がないよう、特に幼児・子供の手の届かないところに置い
てください。万一飲み込んだ場合は、人体に有害です。直
ちに医師と相談してください。

 m ●この製品を幼児・子供の手の届く範囲に放置しないでくだ
さい。幼児・子供には「安全上のご注意」や「使用上のご
注意」の内容が理解できずに事故発生の原因となります。

 n ●落下や損傷により内部が露出したときは、内部には手を触
れないでください。内部には高圧電流回路があり、感電す
る危険性があります。感電や火傷に注意しながら速やかに
バッテリーを取り出してください。破損したときは、お買
い上げの店またはリコー修理受付センターに連絡してくだ
さい。

 q ●自分でカメラを分解、修理、改造しないでください。内部
には高圧電流回路があり、感電する危険があります。

 ●台所などの湯煙や湿気の当たるところ、水気のあるとこ
ろでは使用しないでください。火災や感電の原因となり
ます。
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I

 m ●引火性ガスやガソリン、ベンジン、シンナー等の近くで使
用しないでください。爆発や火災、火傷の原因となります。

●航空機の中など、使用が制限または禁止されている場所で
は使用しないでください。事故等の原因となります。

 o ●電源プラグにほこりが付着している場合は、よくふいてく
ださい。火災の原因となります。

●家庭用コンセントをご利用になるときは、必ず専用のＡＣ
アダプター（型名：AC-3〈別売り〉）をご利用ください。
指定以外のＡＣアダプターでは、火災・感電・故障の原因
になります。

 m ●海外旅行者用として市販されている「電子式変圧器」など
にＡＣアダプターを接続しないでください。火災・感電・
故障の原因になります。
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本機を安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。

H

 o ●バッテリーから漏れた液が肌に触れると、火傷の原因にな
ります。破損したバッテリーに触れた場合は、すぐに水で
洗い流してください。（せっけんは使用しないでください）

　また、液漏れが起こったときは、液をよくふき取ってか
ら、新しい電池を入れてください。

 o ●電源プラグは、コンセントに確実に差し込んでください。
火災の原因となります。

 m ●カメラを濡らさないでください。また、濡れた手で操作し
ないでください。感電の原因となります。

 m ●車両（自転車、車、列車等）の運転者に向けてフラッシュ
を発光しないでください。交通事故等の原因となります。

別売り品について
・リモートコントローラーやACアダプターなど別売り品をお使いになると
きには、各製品に付属の説明書の「安全上のご注意」を操作の前に必ずお
読みください。


